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茨城県霞ヶ浦・北浦周辺および群馬県板倉地方

における寄生吸虫類の疫学的研究

堀　　 栄　 太　 郎

横浜市立大医学部寄生虫病学教室（主任：松崎義周教授）

（1965 年1 月26 日受領）

緒　　 言

茨城県霞ヶ浦及び北浦周辺は古 く よ り人体寄生吸虫

類の存在する地域として知られ，肝吸虫に関しては井手

（1936）が利根川下流々域の広範な地域の住民より高率に

検し， 一方淡水魚 より 肝吸虫被膜幼虫の検出をしてい

る．戦後も磯田（1952），稲垣（1954），多田（1956）等が霞

力浦及び北浦の 淡水魚より肝吸虫被膜幼虫 を 検出し，Ritchie

et　a．l．　（1953）等は利根川流域地方で広範囲に肝吸

虫寄生者の存在することを証している．

利根川中流：々 域 の 群馬県 下板 倉地方 で は 小宮 ら

（1950），鈴木ら（1957 ）の研究があり，いずれも肝吸虫寄

生者を検出している．

一方横川吸虫の調査は茨城県下北浦及び西浦地区では

小宮ら（1958）が，麻生町では横川ら（1963）が調査し地区

住民に高率に浸淫していることを明らかにし，又霞ヶ浦

及び北浦湖の淡水魚でも特に「シラウオ」から高率に横

川吸虫被膜幼虫を検出している．

著者は霞ヶ浦及び北浦湖の周辺ならびに群馬県板倉地

方において腸管寄生原虫類の検索を行った際に人体寄生

吸虫類の虫卵をも検出し得たのでその感染状況を明らか

にするとともに北浦産淡水魚よりの吸虫類被膜幼虫の検

倡も併せ行っだので報告する．

調査地域及び検査方法

調査地域：

調査した地域を図に示すと第1 図の如くになる．

イ）霞ヶ浦・北浦地区：調査地域の玉造町は霞ヶ浦の

東北岸，北浦村は北浦の西岸，太洋村は東部は太平洋に

西部は北浦に面している．これ等の地帯は湖沼又は海洋

に面し，湖沼の周囲は低湿地帯にして住民の大部分は農

耕に従事し， 一部は湖沼の 魚業により 生計を 営んでい

る．

（154 ）

口）新治村：新治村は筑波山麓の比較的乾燥せる地帯

であり，調査地の沖部落は四方水田に囲まれた弧立した

部落にして，住民の大部分は農耕に従事している．

↑

・ 徊1 地区

淋心 地
（sea　side ）

第1 図　調査地略図

ノヽ）板倉町：群馬県の東端に位し調査地の大箇野及び

海老瀬は利根儿 渡良瀬川及び矢場川の三流に囲まれた

湿地帯にして，元は水田すら少き荒蕪地であった．中央

は谷田川が流れ，排水用の堀が幾条にも走っている地帯

で住民の大部分は農耕に従事している．

検査方法：

検査材料はマッチ箱に採り，一部は蠕虫類の，残部は

吸虫類の検査に用ひだ．

検査法はBlagg ，　Schloegel，　Mansour 　＆　Khalf（1955）

のM ．I．F．C．［Mertio］ate－Jodine－Formaldehyde－fixative

宀・　　 ダ｀ ’

！　　　　S
へJ

ヘ　　　 ダ

S　　
／　TOCH

工GI　　　　jBARAG

工
！

丶

ヽj

と？ura　

／

／
之‘　Kitaura　　

ヌをF
｀
奐

．／’‾’‾‘ ゛゙ ｀j
‘`

｀　
゛
ノNiihl

’1　　　　　　　Taiyo
（／　SAITAMA　　yy

丶　Kasumi　　　　Taiyo

＿．．．、　　　

い
｀ 一 飛 プフロ

ペ　

≧゚

ご ゛ ｀‘ 八　Tamatukuri

プ 蕊 ゴ ｀　CHIBA



cocentration）法 とRitchie のM ．G．L．法を併用し18 　mm

カバーグラス2 枚標本値を1 回 の検査とした．

調査期日は1962 年8 月 より1963 年12 月 までである．

又湖沼より採集した 淡水魚よりの被膜幼虫 の 検査は1963

年12 月に行い，採集した淡水魚は研究室に持帰り

魚の頭部，胸部，腹部及び尾部（尾鰭を含む）の4 部分に

分け，筋肉を分離し，2 枚 のガラスにて圧平し実体解剖

顕微鏡下で検査した．

検 査成 績

検便による吸虫類の調査は上記調査地域の一般住民に

ついて行い，茨城県霞ヶ浦，北浦周辺の太洋村海岸地区262

名，湖岸地区375 名，北浦村地区389 名，玉造町地

区541 名及び新治村地区214 名ならびに群馬県板倉町地

区233 名の6 地区計2，023名についての検査である。

I）住民における吸虫類の浸淫状況

イ） 肝吸虫：

地域的浸淫状況は第1 表に示す如くになる。霞ヶ浦及

び北浦地方では古く井手（1936）による広範囲な調査，Ritchie

eにil．　（1953）による調査で8 ．3％　（1．6～12．5

％）の成績，又横川ら（1963）は本調査圸より南の麻生町

第1 表　地域別吸虫類感染状況 （　）内は％

調 査 地 域　暑

太 洋 村

海岸地区

太 洋 村

湖岸地区
茨

城

県

北 浦 村

玉 造 町

新 治 村

合　　 計

男
女

102

160
－262

375

398

541

214

1790

233

0

0

0

24（6 ．4）

23（5 ．8）

23（4 ．3）2

（1 ．7）0

0

0

0

23（6．1）

15（3．8）

21（3．9）

2（0 9）0

72（4．0）

10（4．3）

59（3．3）

9（3 9 ）

0

2（0．5）

10（2．5）

2（0．4）

2（0 9 ）

16（0．9）

1（0 4 ）
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での調査で高率に検出しているが本調査地区では太洋村

湖岸地区で23 名（男子13 名，女子10 名）の6 ．1　％（男子6

．7％，女子5 ．6％）を最高に玉造町地区21 名（3．9％），

北浦村地区15 名（3．8％）の順に検出したが，湖岸に面

しない太洋村海岸地区及び新治村地区では全く検出され

なかった．

板倉町地区では鈴木ら（1957）が本調査地域周辺での調

査6 地区で14 ．8　％　（7．3％～20．8　％）に検出しているが

本調査地の海老瀬及び大箇野地域では9 名（3．9％）に検

出されただけであった．

性別では霞ヶ浦及び北浦地方では男子692 名中27 名

（3．9％），女子884 名中32 名（3．6　％），板倉町地区では

男子2 名（2．0％），女子7 名（5．3％）であり，男女によ

第2 表　年齢別吸虫類感染状況　 （　）内は％

年齢別　　 被検者数

O～9 歳

10 ～19 歳

20 ～29 歳

30 ～39 歳

40 ～49 歳

50 ～59歳

男

女

男

女

男
女

79
85

一一一 一 … …164

一 一 一

91

179

351

－93

239

291

293

吸 虫 類

6（3．7）

2（2．2）

肝 吸 虫

5（3．1）

2（2．2）

横川吸虫

1（0

0

6 ）

5（5 ．5）　4 （4 ．4）　3 （3 ．3）1

（0 ．8）　1 （0 ．8）　0
一　 一

6（3．4）

17（4 ．8）

5（2 ．8）

9（2．6）

3（1．7）

4（2．5）4
（2．1）

8（2

㎜㎜㎜■㎜－㎜　　　　 〃 ＝J 〃＝＝1（1
．1）　1 （1 ．1）　01

（0 ．7）　1 （0 ．7）　0

2（0 ．8）

17（5 ．8）

20（6 ．8）

2（0．8）

17（5．8）

19（6．5）

0

0

3 ）

2（0．7）

－

る感染率の差異は認め難い状態であった．

年令的には霞ヶ浦及び北浦地方だけについてみると第2

表の如く9 歳以下では3 ．1％，　10～19歳群で2 ．2％，20

～29歳群で2 ．8％，　30～39歳群で2 ．6％，　40～49歳

群で0．8％，　50～59歳群で5 ．8％，　60歳以上 では6 ．5

％と50 歳以上の群に多く検出されたが9 歳以下の幼年

層にも検出された．

又本調査地で家族構成人員全て検査し得た38 家族

（155 ）

一 一 一

群　　　　　　男　100　3
（3．0）　2（2．0）　1（1．0）E

十g合E 女133　7
（5．3）　7（5．3）　0

男　807　35（4．3）　27（3．4）　10（1．2）

ム　　4　
女　983　37（3．8）　32（3．3）　6（0．6）

男　115　2（1．7）　0　　　2 （1．7）

男　246　10（4．1）　8（3．3）　2（0．8）
， 。 －　女295　13 （4．4）　13（4．4）　0

男　117　　9（7．7）　8（6．8）　1（0．9）

自白　
女　176　　11（6．3）　11（6．3）　1（0．6）

男　149　9 （6．0）　6 （4．0）　4（2．7）41

・　こ古　士亠　
女　249　14（5．6）　9（3．6）　6（2 ．4）

122　　　7（5．7）　7（5．7）　0
169　　10（5．9）　10（5．9）　0

146　　　1（0 ．7）　1（0．7）　0
男　195　14（7．2）　13（6．7）　2（1．0）

太 洋 村 女180　10 （5．6）　10（5．6）　0

一 一
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一
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第3 表　家族別にみた吸虫類感染状況

家　　族　　構　　成
寄 生 者 数

虫

生

類

者

肝 吸 虫

1

2

1

2

横 川 吸 虫　　1

1　2　3　4　5　6　7　8
人

2　6　8　4　5　2

4

計

5　　　　　32

1　1　　6

2　4　6　3　5　2　4

3　3　1

4　1　1

1　1

26

6
（18．7％）

－

9

0．029（0．026－0．034）×0．017　（0．012－0．018）　mmの大きさ

であり，駆虫による成虫固定によっても横川吸虫である

ことを述べている翫　本調査地での糞便内虫卵37 個に

ついての計測値は0 ．030　（0．019－0．034）×0．017　（0．012－0

．019）mm の値が得られ（写真1 ），先の横川らの計測値

の範囲に最も近い数値が得られ本調査地でのメタゴニム

ス属吸虫も横川吸虫に最も近い吸虫と思われる．

なお肝吸虫及び横川吸虫の混合寄生者は太洋村湖岸地

区男子1 名，北浦村地区男子1 名，女子1 名の計3 名で

あった．

n） 淡水魚よりの被膜幼虫の検出状況

38 家族165 名

第4 表　淡水魚の被膜幼虫検出状況

北

浦

産

淡水魚種類　 コ

検 査 数

被膜幼虫
検出数

ダjズ゜　毒
口
こ　
ヤマベ

18

0

16

0

ラ　 ゼ　 ニ
ゴ　 タ ナ ゴ

タ ナ ゴ　 ノ丶　ゼ

17

0

31

シ ラ ウオ

30
151
0％

霞浦
ヶ産

検
被
検

165 名 について家族内の感染状況をみると第3 表 にみら

れる如く同一家族に2 名寄生者のいる 家族が32 家族中6

家族（18．7％），同一家族に1 名寄生者のいる 家族は26

家族（81．3％）であった．

口）横川吸虫：

霞ヶ浦及び北浦地方では本調査地の隣接地の西浦で小

宮ら（1958 ）は住民の50 ％に，横川ら（1963）は隣接地の

麻生町で住民の80 ％の高率に 検出しているが本調査で

は第1 表にみられる如く北浦村地区10 名（男子4 名 ，女

子6 名）の2 ．5％　（男子2 ．7％，女子2 ．4％），太洋湖岸

地区2 名（0 ．5％），玉造町地区2 名（0．4％），新治村地

区2 名（0．9％）に検出された． 太洋村海岸地区では検出

されなかった．又板倉町地区では1 名検出されただけで

あった．

従来メタゴニムス属の種の同定は極めて困難にして，

横川吸虫及び高橋吸虫の異同に関しては古く桂田（1912），

森（1927），高橋（1929）， 泉（1935），森下（薫）　（1951 ），森

下（哲）　（1953），小宮ら（1958）及び横川（宗）（1963 ）等によ

りその異同が論議されており，森下（薫），森下（哲）は横

川吸虫及び高橋吸虫は成虫では区別は困難であるが，虫

卵の大きさに差異があり，且つ第2 中間宿主が異なるこ

とを述べている．実際には検便による虫卵検出により種

を決める場合が多いと思われるが，本調査地隣接の麻生

町での調査で 横川らは 糞便内虫卵の大きさの計測値で

（156 ）

第5 表　 シ ラ ウオ 内 被 膜 幼 虫 寄 生 状 況

検 査 数　 検出数

幼虫平均寄
生数

4．21

～14

2

1

検 出 部 位 （　）内は％

頭 部

筋 肉

－7

胸 部

筋 肉

－n

1 ～3　　1 ～7

腹部
筋肉

5

0 ．61

～4

豹
6

0 ．81

～4

北浦湖岸札及び三和で採集したコイ，フナ，ゲンゴロ

ウブナ， イシモロコ， ヤマベ， バラタナゴ， ゼニタナ

ゴ，タナゴ，ノヽゼ，ワカサギ 及び シラウオの11 種につ

いて圧平法により被膜幼虫の検出を行ったが，シラウオSalangichthys

　？nic・rりゐn 　（Bleeker）　（写真2 ）にのみ被膜

幼虫を検出し，その検出状況は第4 表 に示した如く，50』

％に達した．

霞ヶ浦及び北浦産のワカサギよりは出手（1936）が肝吸

虫被膜幼虫を検出しているが本調査では検出されなかっ

た．

シラウオよりの横川吸虫被膜幼虫検出例は森（1935），

小宮ら（1958），横川（宗）ら（1963），鈴木ら（1963）がある．

森はシラウオより検出した被膜幼虫を動物実験により高

橋吸虫と同定しているのに反し小宮ら，横川らは北浦及

び霞ヶ浦麻生町産，鈴木らは八郎瀉産のシラウオより検

出せる被膜幼虫を動物実験により横川吸虫と同定してい

りリ　　　　（50 ．0）　（23 ．3）　（36 ．7）　（16 ．7）　（20 ．0）1
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淡水魚
種　類

コ

フ

ボ

イ

ナ

ラ

夕　 十　 ゴ

イ シ モ ロ コ

ヤ　マ　ベ

ワ カ サ ギ

シ ラ ウ オ

淡水魚種類

コ

フ

ボ

イ

ナ

ラ

タ　 ナ　 ゴ

イ シ モ ロ コ

ヤ　マ　ベ

ワ カ サ ギ

シ ラ ウ オ

第6 表　淡水魚の調理状況（アンケート調査による）

吸虫類寄生者家族 （58家 族にっいて）

生　食

－ 一一16

（27．6）6

（10．3）22

（37．9）1

（1．7）

10
（17．2）20

（34．5）

焼　 く

ー ・－3

（5 ．2）12

（20 ．7）12

（20 ．7）2

（3 ．4）

7
（12 ．127

（46 ．52

（3 ．4

煮　 る　 食 べなX，

47

（81 ．0）54

（93 ．1）37

（63 ．8）17

（29 ．3）4

（6 ．9）6

（10 ．3）43

（14 ．1）38

（65 ．5）

1963 ．12　（　）内は％

－

－　　 －11

（18 ．9）4

（6 ．9）14

（24 ．2）38

（65．5）53

（91．4）47

（81．0）

7
（12．1）

吸虫類非寄生者家族（36家族について）
一

生　 食　　焼　 く　　 煮　る　食べない

9

（25 ．0）

8
（22．0）

1
（2 ．74

（11 ．1

1

（2 ．76

（16 ．7

4
（11 ．1）2

5 。4）12

．7）

17
（47 ．2）

29
（80．5）33

（91 ．6）27

（75 ．0）
7

（19 ．4）1

（2 ．7）2

（5 ．4）27

（75 ．0）24

（（5（5．7）

4

（11 ．1）2

（5 ．4）5

（13 ．9）27

（75 ．0）34

（94 ．4）34

（94 ．4）2

第7 表　淡水魚類の摂食回数（アンケートによる調査）　　1963 ．12調 査　 （　）内は％

吸虫類寄生者家族（58家族について）　　　　　吸虫類非寄生者家族（36家族にっいて）

£J　　　　
週　 に　　週 に　　月　 に　 年　 に

毋　｜」　2 ～3M　　1 回　　2 ～31111　2～3 回

1
（1 ．7）

1
（1．7）1

（1．7）1

（1．7）1

（1－7）

3
（5 ．2）10

（8 ．6）4

（6．9）

19

（15 ．5）4

（6 ．9）

1

（1 ．7）5

（17 ．2）3

（5 ．2）

10

（17 ．2）3

（5 ．3）

8
（13．8）15

（25．8）14

（24 ．1）6

（10．3）

1

（1 ．725

（43 ユ18

（31 ．0

る．又小宮らは18 尾中17 尾（94 ．4％）に横川らは20 尾

中14 尾（70．0％）に検出している．

本調査では小宮らと同じく北浦の北岸で採集せるもの

ではあるが検出率は低かった．乂寄生部位は第4 －2表に

示す如く胸部筋肉（36．7％）に最も多く，頭部（23．3％），

尾部（20．0％），腹部（16 ．7％）の順であり1 足平均4 ．2

個（1べ4 個）検出された．

検出した被膜幼虫は動物実験は行わなかったが大きさ

は筋肉より検出したものが比較的正円形に近く，鰭に寄

生せるものは短楕円形に近いものであり（写真3 ，　4），　5

個の平均0 ．175（0．143－0．223）×0 ．156（0．119－0．188）mm

にし て，小宮ら，横川らの記載のものに最も近く，横川

吸虫被膜幼虫に最も近似のものと思われた．

Ⅲ） イ主民の淡水魚摂取状況

34

（58 ．6）24

（41 ．4）26

（44 ．8）13

（22 ．4）2

（3 ．4）6

（10 ．3）14

（24 ．1）29

（158 ）

毎　卜1　乳足 詣 糺
1
（2 ．7）411

．1）2

（5．4）

5
（13．9）

3l”｜2

（5 ．4）9

（25 ．0）

8

（22 ．2）1

（2 ．7）1

（2 ．7）1

（2 、7）10

（27 ．8）4

＿

正　 に2

～311コ｜26

（72 ．2）18

（50 ．0）21

（58 ．3）8

（22 ．2）3

（8 ．3）2

（5 ．4）20

（55 ．5）

4　　　　21

巾 ．1）　 （58 ．3）
－一 一

霞ヶ浦・北浦地方の北村地区，太洋村湖岸地区及び玉

造町地区の三地IXより検出した肝吸虫及び横川吸虫寄生

者家族58 家族ならびに同地区における非寄生者家族36

家族について霞ヶ浦及び北浦湖産淡水魚の摂食様式又は

その頻度についてアンケートによる調査を行った．第6

，7表に示す如くコイ，フナ， ボラ， タナゴ，ワカサ

ギ及びシラウオ等，肝吸虫及び横川吸虫の第2 中問宿主

となり得る淡水魚を寄生者家族が非寄生者家族より生又

はそれに近い状態でより多く食べていることが窺われ，

特にシラウオに著しく（寄生者家族34 ．5　％，非寄生者家

族11 ．0％）みられた．又摂食回数にしても同様に寄生者

家族に月2 ～3回以上食べる家族が多く，特にシラウオ

が著しく（寄生者家族に43 ．2％，非寄生者家族11 ．0％）

多い結果が得られ，摂食様式，摂食回数が肝吸虫ならび

（50 ．0）

－　 一 一－

－ 一 一

一 一－ 一 一 一 一 －

＿ ＿ ・ ＿ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ． ＿ ＿ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿ ＿ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿

－ 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 －一 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 一 一 一 　 　 　 － － －

－



に横川吸虫寄生と深い関連性のあることが窺われた．

結　 論

著者はSapero　et　al．　（1951）に初まり，　Blagg，　Schlo－gel

，　Mansour 　＆　Kaalf改良 されたM ．I．F．C．法（Mer －thiolate

－Jodine－Formaldehyde－Fiχative　concentration）及

びRitchie　・7X　㎡．のM ．G．L．法を併用し，茨城県太洋村，

北浦村，玉造町，新治村及び群馬県板倉町の6 地区におい

て，計2 ，023名の一般住民 について昭和37 年8 月より38

年12 月までの期間に人体寄生吸虫類ならびに 淡水魚

よりの被膜幼虫の検出を行い，次の如き結果を得た．

1） 肝吸虫卵は太洋村の北浦湖岸地区住民の6 ．1％を

最高に，北浦村地区3 ．8％，玉造町地区3 ．9％ に検出さ

れた．しかしながら太洋村海岸地区及び新治村地区では

検出されなかった．

板倉町大箇野及び海老瀬では3 ．9％検出された．

2） 横川吸虫卵は北浦村地区の2 ．5％を最高に，太洋

村湖岸地区0 ．5％，玉造町地区0 ．4％， 新治村地区0 ．9

％に検出され，太洋村海岸地区では検出されなかった．

板倉町地区では0 ．4％検出された．

3） 北浦湖産淡水魚11 種類 について 吸虫類被膜幼虫

の調査を行ったがシラウオを除き他の魚類に被膜幼虫の

寄生は 認められなかった． シラウオの50 ％に横川吸虫

被膜幼虫と同定される被膜幼虫をみた．

4） 霞ヶ浦及び北浦周辺で吸虫類寄生58 家 族， 非寄

生36 家族について 淡水魚摂食状況を アンケートにより

調査し，吸虫類寄生家族の方がシラウオ，コイ，フナ，

ボラを非寄生家族より生又はそれに近い状態で多く食べ

且つ摂食回数も多いことを知った．

稿を終るに当り御指導並びに御校閲を賜った松崎義周

教授に敬意を表わすと共に調査に協力して頂いた鉾田保

健所所長徳地清六博士および中島国蔵氏に感謝の意を捧

げます．

なお本論文の要旨は昭和39 年4 月 第33 回日本寄生虫

学会に於て発表した．
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EPIDEMIOLOGICAL　STUDIES　OF　THE　HUMAN　FLUKES　AROUND　LAKE

KASUMIGAURA　AND　LAKE　KITAURA　IN　IBARAGI　PREFECTURE

AND　IN　ITAKURA　TOWN　IN　GUMMA　PREFECTURE

Eitaro　HORI

（Depa Γtment 可”　Medical　Parasitology，　Yokoha。zxzびniversitySch
。。ZQy≒Medicine，　Yokoha。xα）

An　epidemiological　studies　of　the　human　flukes　in　five　communities　of　around　Lake

Kasumigaura　and　Lake　Kitaura　in　Ibaragi　Prefecture　and　in　Itakura　town　in　Gumma　Prefecture

were　carried　out　during　Ocotober　1962　to　December　1963 ．

The　resu 】ts　obtained　were　as　follows　：

1．　The　fecal　e χamination　of　l　，　790　individuals　around　Lake　Kasumigaura　and　LakeKitaura　m　Ibaragi　Prefecture　and　of　233　1n　Itakura　town　of　Gumma　Prefecture　were　carriedout　by　both　the　M

．　I．　F．　C．　（Merthiolate －Jodine－Formaldehyde 　fiχative　concentration）　and　M．　G．　L．

・（Formalin －ether）　technics．

2．　The　incidence 　of　CZ。norchis　sine。5八infection　was　6 ．1％　in　the　peop］e　on　the　shore

・of　Lake　Kitaura　of　Taiyo　village ，　3．8　％　in　Kitaura　village ，　3．9　％　in　Tamatsukuri　town　and3

．9％　in　Itakura　town　of　Gumma　Prefecture ．　But　CX 。，7．r。油ls　sinensi・5　infection　was　not　foundin　the　people　on　the

　sea　side　of　Taiyo　village　and　Nihari　village．

3．　The　incidence　of　Met αgonimu 、y　yokogawぷ （Katsurada ，　1912 ）　infection　was　2 ．5　％　inKitaura　village

，　0．9　％ 　in　Nihari　village，　0．5％ 　in　the　people　on　the　shore　of　Lake　Kitaura　ofTaiyo　village

，　0．4％　in　Tamatsukuri　town　and　0 ．4　％ 　in　Itakura　town．　But　they　were　not　foundjn　the　people　of　the　sea　side　of　Taiyo　vi

】】age．

4．　Examination　of　metacercaria　was　carried　out　in　11　kinds　of　fresh －water　fishes　caughtin　Lake　Kitaura　and　Metag

。絎。IUS　metacercariae　were　found　only　in　 ，　ぷ，厶。zが 涌X みjys　。IIC7・∂j
θ刀

・（Bleeker ）。

5．　It　is　thus　proved　that 　Sedan が∂lZみj’．？　microdon 　is　one　of　the　fresh－water　fishes　eaten

’by　the　residents　around　Lake　Kasumigaura　and　Lake　Kitaura　and　that　inhabitants　on　the　shore

・of　these　lakes　have　eaten　raw　or　half　raw　fresh－water　fishes．

（161 ）
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